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しかし， 1960年頃から Jacobson等の努力で Mikrochirurgieが勃興し， 1960年代の終りにな




しては， Endarterektomie或いは Bypassの手術が小さい血管に sicherIC.行いうる様になっ
た.1967年， Y碍argil,Donaghy により開発された A.temporalis superficialis (ST A)-A. 
cerebri media (MCA) Bypassは，菊池晴彦先生（大阪北野病院神経外科部長）が，日本lζ1970
年に紹介されてから Ischemiel乙対する手術として，日本lこも定着した．この手術は， 1967年以
来，全世界で2000例行なわれていると言 う.V. saphenaを用いての langerBypassも徐々に
沢山行なわれる様になるであろう．
Mikrochirurgieは，更に Nervennahtを確実にし N.suralisの自家移植の Technik等も
開発され， Nervenverletzungにもずっと希望が持てる様になった．私は Zurichで Kieferchi-







rurgie には更につきまと う． しかしながら，こ ういう手術の学問的裏付け， 或いは， 各科の協同
作業は，大学病院では，やりやすいと思われる．以下に紹介する写真は，rekonstruktiveChi-
rurgieの典型例であり，話題提供に提示したい．
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Fig. 2 a （術前） Fig. 2 b （術後）
kraniofaciale rekonstruktive Chirurgieの術前，術後．
